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 ��ɽղ౴用ࢴはඞͣఏग़してԼさい。
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問題　

ある地Ҭで、୆෩による߱Ӎにより、্ྲྀのӍྔ؍ଌ所で３೔Ӎྔが�00NNを௒͑、24
࣌間Ӎྔでもෳ਺の؍ଌ所でطԟ࠷ଟӍྔをه࿥した。その݁Ռ、"川ӈ岸の0�0k付近で
堤防が決յした。Տ川管理者は、被災ݪҼをಛ定するため現地ௐࠪ౳を࣮ࢪし、ҎԼのௐ
ࠪ݁Ռ（図ʵ̍ʙ図ʵ̒）をಘた。これΒを౿·͑て、ҎԼの໰に�
。Ҏ಺で౴͑よࣈ�00

それͧ、͛ڍҼを３つݪるような堤防（土堤）決յの一般తなࢸ水により、൙ཞにߑ（̍）
れの被災メΧχζϜを述べよ。

（２）༩͑Βれたௐࠪ݁Ռを౿·͑、（̍）であ͛たݪҼຖに、この決յが発生したݪҼと
なりうる͔Ͳう͔の࡯ߟを述べ、決յのݪҼとして࠷も͑ߟΒれるものを理༝を付し
て述べよ。

（３）（２）でࣔした࠷もՄೳੑの高いと͑ߟる決յݪҼによる堤防決յを防͙ため、点ݕ
を行う際にॏཁと͑ߟるண؟点を۩体తなྫࣔを͛ڍて２つ述べよ。

̍

図ʵ̍ "川ӈ岸のࠟ੻水位と現گ堤防高
。ը高水位を௒͑ていた࣌間は�0࣌間ఔ౓であったܭ˞

݀շ՗ॶ

－ 1－
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図ʵ２ "川ӈ岸0�0k付近の決յ箇所のঢ়گ

図ʵ３ 決յ箇所্ྲྀの川裏෦のঢ়گ

図ʵ̐ 決յ箇所付近の川表෦ٴͼ高水敷のঢ়گ
˞決յ箇所पลの堤体で࿙水のࠟ੻は֬ೝされていない。
˞当該堤防は天端ฮ૷されていた。

˞当該箇所（"川）のՏচޯ഑は約���00、ηάメϯト区෼は2�2である。
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治水地形分類図配色

微高地（自然堤防）

氾濫平野

Ỵ壊⟠ᡤ

図ʵ̑ 地質ௐࠪでಘΒれた堤防とその基礎地盤のԣஅํ޲の地質（0��k付近）

図ʵ̒ ࣏水地ܗ෼ྨ図
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問題　

Տ道の維持管理にؔするҎԼの໰に౴͑よ。

図̍に"川の一෦の区間のՏ道管理基ຊγートをࣔす。ࠓ後、վ定を༧定しているՏ川
੔උܭըの໨ඪྲྀྔでは、22��kQʙ�0�0kQの区間で、ྲྀԼೳྗがෆ଍することになる。当
該区間のྲྀԼೳྗを্޲さͤるために、図２に位置をࣔすݻ定ԃ（ୈ̐ݻ定ԃ）のՄಈԃ
Խ（ԃຊ体の天端高を約２N੾りԼ͛たう͑で、੾りԼ͛る前とಉ౳の水位·でԃ্͛Β
れるήートをઃ置する。）と、図３に୅表அ面をࣔすようにݻ定ԃよりԼྲྀ区間の低水路֦
幅とݻ定ԃより্ྲྀ約�00Nの区間で低水路Տচ高をݻ定ԃ天端高にࡲり付͚るՏ道۷͔࡟
ΒなるվमܭըҊをࡦ定した場߹を૝定する。

（̍）このܭըҊに基ͮいてՏ川վमを行った場߹に、վम区間΍その্Լྲྀ区間のՏ道地
（。を用いるޠҎԼでは、ʮ൓応ʯを意ຯするʮϨεϙϯεʯという୯）ڹに生͡るӨܗ
として૝定されるもののうͪ、࣏水҆શੑの؍点͔ΒϦεΫが生͡るとࢥΘれるもの
を３点͛ڍ、そのϨεϙϯεが生͡るϓϩηεにٴݴしてその֓ཁを述べよ。ղ౴จ
。Ҏ಺とするࣈ̌̌̕、਺はࣈ

（２）（̍）で͛ڍたՏ道のϨεϙϯεに対して、維持管理段֊でのࢹ؂によってϦεΫを
ՌのධՁにؔしてண໨するϙΠϯトを述݁ࢹ໨と؂߲ࢹ؂、しようとする場߹にݮܰ
べよ。ղ౴จࣈ਺は、̒̌̌ࣈҎ಺とする。

̎

－ �－

図̍ "川Տ道管理基ຊγート（一෦区間ɾൈਮ）
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図２ ୈ̐ݻ定ԃपลのՏ道ฏ面ܗঢ়

図３ Տ道ԣஅܗঢ়

－ �－

このページには問題は印刷されていません。
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問題　

ಛघ堤にؔする࣍の事ྫにؔするҎԼの໰に�
。Ҏ಺で౴͑よࣈ�00
ग़水後の点ݕにおいて、ಛघ堤എ面土੝土地盤がԆ௕�0̼にΘたる࠷େ40DNのؕ຅と護

岸のଛյɾؕ຅が֬ೝされた。堤಺地のؕ຅のपลには、࿙水のࠟ੻も֬ೝされた。Լ図
は当該区間のஅ面図である。ग़水࣌の࠷高水位は����̼で、堤಺地盤高より0��̼高͔った。

ಛघ堤基礎地盤は表૚͔Β、ްさ２̼ఔ౓の̣஋̑ఔ౓の੝土૚、ްさ３̼ఔ౓の̣஋
�0ҎԼの砂質土૚、ްさ̼̐ఔ౓の̣஋̐ҎԼの೪ੑ土૚、そのԼが̣஋40Ҏ্の砂᛽૚
で、ಛघ堤はߌによりࢧ持されている。ಛघ堤前面にः水工が௥Ճઃ置されていたことは
工事写真͔Β֬ೝで͖たが、その௕さはෆ໌である。·た、護岸のଛյɾؕ຅のपลには、
ग़水Ҏ前͔Β໨地։͖も֬ೝされていた。

（̍）༩͑Βれた条件͔Β૝定される࿙水ɾؕ຅につながるཁҼを３つ͛ڍ、それͧれにつ
いて࿙水ɾؕ຅にࢸるメΧχζϜを述べよ。

のཁҼのՄೳੑを֬ೝするためのௐ߲ࠪ໨と֬ೝすべ͖事߲についてそれͧれ述ه্（２）
べよ。

（３）（̍）で述べたཁҼに応͡て࣮ࢪすべ͖対ࡦをそれͧれ͛ڍ、֤対ࡦを行った場߹の
。後の維持管理において留意すべ͖事߲を述べよࠓ

�

盛土層 N値5程度

砂質土層 N値10以下

粘性土層 N値4以下

陥没

DHWL 9.87m

地盤高さ9.17m

遮水工

（長さ不明）

護岸

砂礫層 N値40以上

護岸の損壊・陥没
目地開き

－ �－

このページには問題は印刷されていません。
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問題　

堤防౳のՏ川管理ࢪઃ（ҎԼ、ʮࢪઃʯという）のঢ়ଶ೺Ѳのため、Տ川管理者は、Տ川
のن໛΍ॏཁੑ౳を౿·͑、ඞཁな点ݕ΍८ࢹ؂、ࢹ౳を行っている。Ճ͑て、Տ川管理
の一ཌྷを୲うՏ川維持౳の工事受注者（ҎԼ、ʮ維持工事受注者ʯという）により、ग़水ظ
前΍୆෩ظ、ग़水後、地震発生後においてࢪઃのมঢ়֬ೝ΍、ิमɾमસ౳によるػೳ維
持が行Θれている。

これを౿·͑、ҎԼの໰いに�
。Ҏ಺で౴͑よࣈ�00
（̍）地震発生௚後に行Θれる堤防（土でங଄されたいΘΏる土堤）のۓ急点ݕにおいて、

ಛにॏ点తに点ݕすべ͖ൣғ（箇所）とその理༝について、被災メΧχζϜを౿·͑、
ෳ਺述べよ。

（２）ग़水２ظि間前に発生した地震によりṤ໳पล෦で、ҎԼのようなมঢ়を維持工事受
注者が発災௚後のۓ急点ݕで発ݟした。ݪҼௐࠪ΍応急復旧工事にணखする前の段֊
で、維持工事受注者が当面の対応として௚ͪに࣮ࢪすべ͖ॳಈ対応（ௐؚࠪΉ）とそ
の理༝を３つ述べよ。なお、ؾ৅৘ใでは、ࠓ後２ि間ఔ౓は߱ӍのࠐݟΈがないと
されている。

４

図̍：Ṥ໳पล෦の被災ঢ়گ

－ 1� －

（３）（２）の被災箇所に対する応急復旧工法の決定後、維持工事受注者が現地で応急復旧
工事を行う際の留意点を３つ述べよ。ただし、余震が発生していること、当該川裏側
小段の県道は地震後も供用されており、通行止めが困難である。

図２：航空写真

現場条件：堤防天端は管理用通路（一般車両通行無）、川表側の護岸前面
は低水路となっており、高水敷幅は約20メートル、川裏側小
段は県道利用

土質条件：堤防、基礎地盤とも砂質土が主体
その他：位置は40k付近（感潮区間）
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